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表１ 新人看護職員研修における各担当者の役割
役 割要 件定義配置任期担当者
１．部署の新人教育計画に基づき，日常看護業務にお
いて，看護実践者の役割モデルとして，理論的根拠
を説明しながら，看護基準・手順を活用し，対処の
状況に応じた看護実践・看護技術の指導を行う。
２．看護技術チェックリストの他者評価を行う（卒後
２年目看護職員，准看護師を除く）。
３．プリセプター＆サポーター任せにせず，行った指
導や関わった時の気づきについて共有する。
部署の看護職員全員
（プリセプター，サポーター，教育担当係長，
師長を除く保健師・助産師，看護師，准看護
師）
※部署の新人教育において，全員が指導者とし
ての役割を担う
定義
新人の看護実
践・看護技術修
得の指導担当者
ス
タ
ッ
フ
１．話しやすい身近な先輩として新人の相談相手とな
り，新人の職員適応への支援と精神的支援を行う
２．新人が患者・家族，スタッフ，他の医療従事者と
関係づくりができるよう支援する。
３．新人が新たに経験する勤務や看護業務オリエン
テーションを行う。
４．新人が社会人としての基本的マナーを修得し，専
門職業人として自覚を持った行動ができるよう指導
する。
５．看護記録，看護過程の展開を指導する。
６．サポーター，スタッフと協力し，新人の看護技術
修得の指導・評価を行う。
７．新人教育支援に関する定期的な会議（研修）に参
加し，個々に合った教育支援について共有し支援する。
１．臨床看護経験が概ね３年目以上で，基本的
な臨床看護実践能力を有し，日常看護業務を
円滑に遂行できる者
２．新人の不安や悩みを自分の敬虔と結びつけ
て考え，成長にむけて支援ができる者
３．対象の個別性に応じた看護過程が展開でき
る者
４．プリセプター研修を受講している者（予定
を含む）
５．プリセプターの役割を通して主体的に学び
成長することができる者
６．部署経験１年以上の者
７．キャリア開発ラダーレベルⅠ以上か，それ
担当の者
定義
新人の職場適応
支援の担当者
配置
新人１名に対し
て１名配置
任期：１年
プ
リ
セ
プ
タ
ー
１．部署の新人教育計画に基づき，新人個々の教育計
画の立案・修正・評価を行う。
２．新人の目標を設定し，達成できるよう支援し，そ
の評価を行う。
３．看護実践者の役割モデルとして，倫理的根拠を説
明しながら，看護基準・手順を活用し，対象の状況
に応じた看護実践・看護技術の指導・評価を行う。
４．看護技術チェックリストの他者評価をプリセプ
ター，スタッフと協力しながら行う。
５．新人の看護技術修得状況を把握し，（３・６・１２ヶ
月），未経験の看護技術を経験できるよう調整する。
６．新人教育支援に関する定期的な会議（研修）に参
加し，個々の成長に合った教育支援について検討し
スタッフに周知する。
７．新人対象の看護技術習得のための集合研修に指導
者として参加し，部署教育と連動させる。
８．部署責任者，教育担当係長とともに部署の新人教
育計画の評価を行う。
１．臨床看護経験が概ね５年目以上で，看護職
員の模範となる臨床看護実践能力を有し，安
定した状態で教育的役割が担える者。
２．チームリーダーとしての調整能力を有して
いる者。
３．指導者としての役割意識と指導力を向上さ
せる意欲がある者。
４．部署経験１年以上の者
５．以下の①～⑤のいずれかの資格を有する者
（予定者を含む）
①プリセプター研修を受講している者
②リーダーシップ研修を受講している者
③その他教育に関する研修を受講している者
④厚労省，北海道が主催する臨地実習指導者
研修を終了している者
⑤キャリア開発ラダーレベルⅡ以上か，それ
相当の者
定義
新人の目標設
定，看護技術指
導の責任者
サ
ポ
ー
タ
ー
各役割を各５点とし，全 18項目で合計
100点とした。
２）看護師経験年数，プリセプター・サポー
ター経験の有無で比較し単純集計した。
３）平均点以下の看護師の属性について調査
し単純集計した。
Ⅲ 結 果
グルーピングフォロー体制の意義について
は，学習会前群で22名中17名が正答，５名が
不正答であったが，学習会後群は全員が正答し
た。各役割については学習会後群の平均点で有
意な上昇がみられた（図２）。各役割別にみる
と，プリセプターの役割７項目中では，「精神的
支援」がやや低下したがそれ以外の正答率は有
意に上昇した（図３）。サポーターの役割８項目
では，項目全てにおいて正答率は上昇している
が，学習会後でも５項目が50％以下の正答率
だった（図４）。スタッフの役割３項目では，学
習会前では低かった「チェックリストの他者評
価」は正答率が上昇したが，「プリセプタ ・ーサ
ポーター任せにしない」などの他２項目は下降
した（図５）。試験結果の看護師経験年数の比較
では，経験年数２～４年目以外で上昇がみられ
た（図６）。また，プリセプタ ・ーサポーター経
験の有無の比較では，経験にかかわらず有意な
点数の上昇がみられた（図７）。学習会後の試験
結果で平均点以下の看護師の属性は，看護師経
験年数２～４年目４名中４名，10年目以上13
名中５名，プリセプター・サポーター経験あり
で11名中４名だった（表２）。
Ⅳ 考 察
チームが相乗効果を生み出すには，「１．共通
の目的や目標が存在すること」，「２．個々の特
性に応じた役割分担がされていること」，「３．
個々が自分の担当役割にコミットしているこ
と」，「４．必要に応じてチーム全体で情報共有
すること」と言われている１）（図８）。
「１．共通の目的や目標が存在すること」につ
いては，学習会後に全員が体制の意義を正答で
き，「スタッフ全員で新人を支援する」という共
通の目的を理解できたと考える。全員が同じ目
的を認識し新人教育に取り組むことがグルーピ
ングフォロー体制には重要である。
「２．個々の特性に応じた役割分担がされてい
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図２ 各役割についての試験結果
ること」についてはＡ病院ICU・CCUではグ
ルーピングフォロー体制を導入以降，経験に応
じて全員に各役割が分担された。自分がどの新
人の担当であるかを知る事と役割の明確化によ
り，最低限の責務を把握することが一人一人の
責任感となり，役割遂行を効率よく進めること
に繋がると考える。各役割の理解は，学習会後
で平均点の上昇はみられたが，53.6点に留まっ
ており理解度の向上は十分ではない。その中で
も，サポーターの役割についての理解は，対象
看護師の半数以上が 50％以下だった。また，
平均点以下の看護師には，看護師経験２～４年
目が全員，10年以上が13名中５名含まれてい
た。学習会後の筆記試験でも正答率が上昇しな
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図３ プリセプターの役割についての試験結果
図４ サポーターの役割についての試験結果
かった要因には，経験の浅い看護師では，教育
経験の少なさや新人教育への意識の低さがある
と推測された。また，サポーターを担う能力を
持つ経験10年目以上の看護師では，新人教育
の経験や継続教育として受けた研修に個人差が
あり，新人教育に関する知識に差があることが
考えられた。
そのため，「３．個々が自分の担当役割にコ
ミットしていること（関わりを持つこと）」につ
いては，知識を実践に結びつけるための教育が
必要と考えた。プリセプターには，重要な役割
である精神的サポート・環境適応を強調した教
育が必要である。サポーターには，全ての役割
を把握しグループ内を調整する能力を強調した
教育が必要である。一方，スタッフの役割につ
いての理解は，「プリセプタ ・ーサポーター任せ
にしない」の正答率が60％に留まっていること
から，協働意欲を持ち新人教育を行うために
は，具体的かつ明確な関わり方を示すことが重
要と考える。そのため，平成26年度より，「基
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図５ スタッフの役割についての試験結果
図６ 試験結果を看護師経験年数で比較
礎看護技術チェックリストの他者評価を１人５
項目以上実施すること」，「新人の月毎の目標に
応じた各役割を掲示すること」，「新人教育支援
会議前後のグループ内での情報交換に加え会議
へ１人１回以上参加すること」を目標とする働
きかけを行っている。
「４．必要に応じてチーム全体で情報共有する
こと」については，これまで新人教育支援会議
は師長，係長，プリセプター・サポーターのみ
で行われていたが，スタッフも参加することで
新人の情報共有のみならず，スタッフの役割の
理解や現状を把握する場としても活用し，グルー
プの活性化を図っていくことが必要と考える。
Ⅴ 結 論
スタッフ個々が，新人教育支援における自己
の役割を理解して実践できるよう，各役割に応
じた教育を行うこと，会議への参加率を上げて
情報共有を充実させること，そして，病棟全体
で新人を教育していく職場風土を作り上げてい
くことが，グルーピングフォロー体制には欠か
せないと考える。
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図７ 試験結果をプリセプター・サポーター経験有無で比較
表２ 学習会後の試験結果が平均点以下の看護師の属性
本研究は，第４２回全国集中治療医学会で発表
した。
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図８ チームが相乗効果を生み出すための関連図
